
 

川内地域ワーキングチーム（特別会合） 
議事要旨 

 
１．開催要領 
  開催日時：平成２６年９月５日（金）１２：３０～１３：４５ 
  場  所：中央合同庁舎第４号館１２０８特別会議室 
  出 席 者：別紙のとおり 
 
２．議事次第 

議題 川内地域の緊急時対応の確認について 
 
３．配布資料 

資料１  川内地域の緊急時対応（概要） 
資料２  川内地域の緊急時対応（全体版） 
資料３－１ 原子力災害対策指針要求内容への対応状況（案） 
資料３－２ 防災基本計画要求内容への対応状況（案） 
参考資料１ 地域防災計画の充実に向けた今後の対応 
参考資料２ 地域の防災体制の確認について 

 
４．会議概要 

・  森下内閣府原子力災害対策担当室参事官から、資料１及び資料２に
基づき、川内地域の緊急時対応に関する説明を実施。また、資料３－
１及び資料３－２を紹介。 

・  黒木内閣府原子力災害対策担当室長から、鹿児島県に対して、鹿児
島県と県バス協会の協定締結の現状と今後の予定について質問。 
佐々木鹿児島県副知事から、県バス協会よりも個別の輸送事業者と

協定を締結した方がより実効性があるのではないかとの県バス協会か
ら提案を受け、現在、調整を進めている。出来るだけ早く協定締結を
する旨、回答。 

・  西平阿久根市長から、内閣府に対して、鹿児島県及び薩摩川内市に
国の職員が派遣されたとの報道について、他の関係市町に対しても支
援を要望。 
黒木内閣府原子力災害対策担当室長及び佐々木鹿児島県副知事から、

関係省庁挙げての自治体の防災体制強化の支援の一環として、経済産
業省職員を内閣府に併任し、川内地域へ派遣するものであり、鹿児島
県及び薩摩川内市に限定した派遣ではなく、他の関係８市町全てを支
援するために派遣する旨、回答。 

・  黒木内閣府原子力災害対策担当室長から、九州電力株式会社に対し
て、福祉車両等の移動手段の確保、スクリーニングの要員や機材の提
供、緊急時の活動に伴う汚染物等の処理、緊急時モニタリングセンタ
ーへの人員等の提供等について、しっかり対応していただけるのか質
問。 



 

山元九州電力株式会社副社長から、車両手配、スクリーニング、モ
ニタリング等のさまざまな課題にしっかり対応していきたい旨、回答。 

・  黒木内閣府原子力災害対策担当室長から、実動組織関係４省庁に対
して、不測の事態には、県、市町からの要請により、必要に応じて各
種支援を行っていくという理解でよいか質問。 
笠原防衛省大臣官房審議官から、鹿児島県知事からの災害派遣要請

又は原子力災害対策本部長からの支援要請に基づく、原子力災害派遣
の事態となった場合は、自治体のニーズを踏まえつつ、自衛隊の災害
派遣活動に万全を期す旨、回答。 
竹田海上保安庁総務部参事官（警備救難担当）から、第十管区海上

保安本部と連携し、鹿児島県等からの要請に基づきしっかりと対応し
ていきたい旨、回答。 
塩川警察庁長官官房審議官（警備担当）から、必要に応じ可能な範

囲で支援を行いたい旨、回答。 
室田総務省消防庁国民保護・防災部長から、緊急消防援助隊の派遣

に関し、要請に応じ対応したい旨、回答。派遣に際し、安全管理に関
する情報提供をお願いしたい旨、発言。 

・  黒木内閣府原子力災害対策担当室長から、鹿児島県に対して、地点
数の拡充等今後のモニタリング監視機能の充実化について質問。 
佐々木鹿児島県副知事から、発電所から３０キロの範囲にある測定

局のデータ等を、国、地方公共団体等の関係職員間で緊急時に有効に
共有するためのシステムを今年中に整備する予定、今後とも、モニタ
リング監視機能の更なる充実に努めていきたい旨、回答。 

・  西平阿久根市長から、再稼働については、地域住民の理解が大切で
あり、国にしっかり対応していただきたい旨、発言。 
吉野経済産業省大臣官房審議官（エネルギー・環境担当）からは、

地元毎にさまざまな事情があるが、地元自治体と相談をしながら、地
域住民の理解を得るため丁寧に対応していきたい旨、回答。 
 

・  本会議のまとめとして、黒木内閣府原子力災害対策担当室長から、
川内地域の緊急時対応について、関係機関・関係者の対応が具体的で
あり、原子力災害対策指針が示す防護措置の考え方に基づく、事態の
進展や原子力発電所からの距離に応じた合理的な内容になっているこ
とを確認した旨、発言。 
また、本日確認した内容は、今後、訓練を実施し、その結果を検証

し、計画等の改善に繋げる出発点とすると共に、本資料及び本日の確
認結果を、次回の原子力防災会議幹事会及び原子力防災会議に、内閣
府から報告する旨、説明。 

・  池田原子力防災会議事務局次長から、本日の会合も、政府を挙げて
地域の防災体制の充実化の支援であり、引き続き関係省庁と共に支援
を行っていく旨、発言。 

 （以 上） 



 

（別 紙） 
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